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「

第6回 卒業生 に贈 る

学 長 黒 田

WoraussoilderArztreden,alsausderNatur.Wie

sieihnlehret?-Soistvonnoten,dadeinArzteinegroQe
Experienzbabe.NichtalleinwasimBuchestehet,sondern

dieKrankensollenseinBuchsein.

いよいよ卒業おめでとう。昭和59年3月24Qは 本学の

第6回 卒業式である。卒業生諸君は一人のこらず、6年

間にわたって展開されていた大学の全課程を学び終えて、

今医学士として、実地での新しい一歩を始めようとして

いる。それぞれの回顧と展望 とをお持ちだろうと思うが、

諸君と共に過してきた教職員にとっても、春ごとに持つ、

まことに深い感概の時なのである。

諸君は開学10年 目の卒業生である。私達の大学は昨年

までに451名 におよぶ諸君の先輩達を世に送 り出した。

先輩諸君の活躍については、多く見聞きしていることだ

ろう。一期生で大学院コースを終え学位 を得た人が7名

も出た。そのあとに約60名 もの、研究の最先端をゆく若

い研究者が続いている。同窓会としても次第に実力を貯

え、開学10周 年記念事業に多大の貢献をし、会としての

記念植樹もした。しかし何よりも頼もしいのは数百名の

青年医師が旭川医大卒という名を荷って、診療の第一線

で、日夜患者さんのために活動 しているということであ

る。このような先輩達のなかに6回 生の諸君が新勢力と

して加わるのである。すばらしい情景である。

いま医学 ・医療をめぐって、いろいろな論議が交され

ている。いわゆる医師過剰の予測もその一つである。

もう始まっているという人もある。新卒業生諸君にとっ

ては気になることかも知れない。この問題はしかし、単

純に騒がしく報道されるほど答の決っていることではな

い。現状で本当に医学校を出たものを必要としていると

ころは何処なのか、それさえハッキリさせていない。学生数

を減 らすだけで解決できるのか。考えれば問題は別のと

ころにあるとも云える。そんなことは兎も角、新卒業生諸君

はいまどうしたらよいのか。いま自分の目のまえにある、些細

な、やさしい仕事をキチンとこなすことだと思う。天は自ら助

くるものを助くとか、チヤンスは後頭部が禿げているから前髪

で捉えねばならぬとか、いそがずに休まずにとか、古来いろい

ろな表現がある。何かを成そうとするなら、準備状態がなくて

はならぬ。たとえ棚から牡丹餅でも受けとめることができなく

ては自分のものにはならぬ。新卒諸君は今の時点で、今の自分

の問題に十分対応できる筈である。個人的差はあっても

積極的に自分の問題を解いて行くことである。必ず答が返

ってくる。諸君は大学生活を通じて、こんなに沢山の練

一 秀
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習をしてきたのだ。どんなことにも、自分なりに答えら

れるのである。医者が余っているといっても、役に立つ

人は、何処に於いても決して余ったりしてはいない。

もう一つ。諸君もよく御存知の通り、医は実践と経験の

業である。学生として医学を学んだといっても、一定の献

立で満腹する程食べさせられたということで、あなた作る

人、私食べる人であった。また一方、教養科目を除いて、

専門の学科では人体を機械論的に理解することで一杯で

あった。これからはいよいよ直接なまの事象に当って、

生命と死、健康と病気、人聞の存在そのもの等々に思い

を致さなければならない。ひとそのものの生存に関わる

問題を扱う専門職なのだから、肉体のメカニズムの科学

的理解だけでは解決しないもののあるのは当然である。

学生時代にも学生として社会との付合はあったことだし、

人文科目も選択したのであるから、およその見当はっい

ていようが、これから自らの医学概論を書くことになる。

そしてこれを欠いては世の中から排除されることになる

だろう。特別講義・史料講読に杉田成卿の 「医戒」があっ

たかと思うが、このなかみを思い出してほしい。いよいよ医

戒を実践する時がきたのである。そのなかに「経験 日記」を

かけということがある。もちろん今B診 療記録をつくる

ことは法律できめられた義務であり、医学的事項を記録

し客観化することは大切で役立つ、しかしもっと広い意

味で成卿の云 うように人間(学)的 経験も、客観化とはち

がう象徴化とでもいう形で記録され、伝達可能になる。

それは他人に対するよりも、自分が自分にコミュニケー

トすることになる。新しい出発をされるに当ってもし未だ

なら、自分をみつめ、自分の記録、メモをその時々に残す

ことを是非おすすめしたい。そして自己反省のなかから、

っねに準備状態ができ、チャンスが諸君を恵む時即応で

きるのである。社会は諸君の出を待っているのである。

冒頭の独文は自然と経験 を重んじて近代医学への端緒

をひらいたパラケルズスの言葉である。物理的自然だけ

でなく、人との経験を通して、患者さんを読んで経験を

蓄積し、記録してほしい。すばらしい興味溢れる前途が

諸君の前に一様にひろがり、一方また深い人生の喜びを

知るだろう。限りない世界が諸君のものである。もう一

度卒業おめでとう。
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試 験 、そ して卒 業

笠 茂 公 弘

「か ぐら おか」 に何 か を書 く

様 に言 わ れた 時 に、「私 の6年 間

の 感想 な ど を書 い て も仕 方 が無

い し、感 想 と言 っ て も 「よ うや

く終 っ た。』 の 一 言 で済 む。」 と

考 えま して、 もっ ぱ ら、 これ か ら 「卒 業」 を 目指 す 後 輩

諸 氏 と諸 先 生 方に 申 しr.げ た い 事 を、私 の この6年 へ の

感 想 を交 えな が ら、 この場 をお借 り して書 く こと に しま

す 。

この6年 間 で 、何 が ・番 印 象 に残 っ てい るか と言 い ま

す と、 何 と 言っ て も試験 です 。 何 しろ 、 こん な嫌 な代物

は 有 りませ ん し、特 に私 の場 合 、他 の 人 よ り も、沢lllの

試験 を味 わっ て来 て い るの で、 試験 の 印 象 が 、 と にか く

一 番 です 。 そ して、殆 どの 人の 、一 年 の う ちの最 大 の 関

心 事 が試験 で、 これ を無 事 乗 り切 る事 を願 っ てや まな い

筈 です 。乗 り切 るため には、勉 強 をす る以外 に手 は無 いの

で す が、 最 も大 切 な 事 は 、最 後 まで諦 め な い と い う事 で

す。 特 に卒業 試 験 や5年 の 試験 な どの 様 に 長丁 場 の 試験

で は、途 中 で嫌 にな るけ れ ど も、諦 め は 禁物 で す。

本試 で落 ちる と、 当然 、 再 試 とい う事 に な る訳 です が、

再 試 とい う物 は 、 数 が 多 いか ら留 年 の 憂 き目 を 見る と い

う訳 では 有 りませ ん。 沢 山 あ っ て も、 全部 通 れ ば良 い訳

です か ら。 も ちろ ん少 ない に越 した 事 は 有 り ませ ん が、

沢山 あ る か ら と言 っ て、 諦 め て しま うの は愚 の 骨 頂 です。

本試 に しろ再 試 に しろ 、卒 業 試験 を除 けば 、勉 強 をす

るのは、1か 月 か2か 月位 が せ いぜ い で す。 その 間 くらい

頑張 っ た所 で 、死 ぬ訳 で もな け れば 、狂 った りす る 事 も

無 い で しょ う。 と に か く、最 後 に必 要 なの は 、気 力 で す。

これ さえ持 っていれば 、ち ょっ と位 の 再 試 で、 ダ ウ ンす

る事 な ど有 りませ ん。 この気 力、 こ れ こ そが 、 人 を して

私 を 「ミラ クルパ スの 笠茂 」 と 言わ しめ た 源 なの で す 、,

試 験 は 、 諦 めず 、 辛抱 です 。 「f」しん」 に な り切 る事

が 、試験 終 了後 の 美 酒 をもた ら して くれ るの です 。

試 験 と言 えば 、 講 義 の出 席 も含 め て、 旭 川医 大は締 め

つ けが厳 しい、 と良 く言 われ て い ます 。 実際 、私 の 友 人

の他 人 学へ 行 って い る者 に尋 ね て み る と、 や は り旭 川医

大 は そ の傾 向 の 様 です 。
し

教 養 の時 か ら、勉 強 ・勉 強 、 試験 ・試験 、 と尻 を叩 か

れ、1年 か ら6年 ま で、 試験 の 恐怖 と戦 い続 け るの で す

か ら、学 生 が 「高校 の 延 長 だ。」 とか 「専門 学 校 だ。」 と

かぼ や くの も、仕 様 が無 い事 で しょ う。 大学 の 体 制 だ か

らど う し様 も無 い け れ ど、 も う少 しど うに か な らな い も

の で し ょ うか?(こ の 点 は 、 先生 方 に申 し上 げ た い。)

この様 な、1年 か ら6年 ま での 首尾 一 貫 した締 めっ け

が 、 良 い 結 果 を生 むの か悪 い 結 果 を生 むの かは 、分 り
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ませ ん が 、国 家 試験 の 合 格率 と言 う尺 度 で見 れ ば、良 い

結 果 が 生 まれ て い るの で し ょ う。 しか し、 国家 試 験 だ け

では な い し、 また 、国 家 試験 の 合格 率 こ そ、最 良 の八 度

と、 お 考 えの 先 生 が居 られ る な らば、や は り旭 川医 大 は、

「高 校 の延 長 」 で あ り 「専門 学 校」 で あ ると思 います 、,

いっ の 日か 、 この 旭 川医 大 が 、 も っ と大学 ら しい 、 自

巾 な学 問の 場 に な る事 を期 待 し ます。

今 、卒 業 試験 も無 事終 了 し、 先述 しま した様 に、た だ、

「よ うや く終 っ たの だ。」と実 感 す るだ けで す。この安 堵

感 は 、良 い物 です 。後 費 諸 君 、 とに か く、何 で も良 いで

す か ら、遅 れ る事 な く卒業 して しまい ま し ょ う。

この6年 間、 色 々と お世 話 下 さい ま した諸 先 生 、 ど う

もあ り が と うご ざい ま した。1年 の 頃 か ら、 余 りの劣 等

生 で呆 れ られ、 ポ ッ ク リで も怒 られ、%kれ られ 、遂 には

罵 倒 され た私 も、 何 と か卒 業 す る 事が で きま した。

劣 等 生 の私 を、色 々 と助 け て くれた 、同 級 生 諸氏 、仲

々 辛 い6年 だ った け ど、お 蔭 で 、けっ こ う楽 しい 学 生 生

活 が送 れ ま した 、、 ど うも あ りが と う ご ざい ま した。

では 、 最後 に、 後輩 諸 氏 の御 健 闘 を祈 ります。

(第6学 年 学 生)

四 季 ・旭 川

宮 永 美寿津

2月 、 とても寒い季節。ここ

で迎えるのも、もう6度 め。大

学に行く途中の樹氷がキラキラ

光ってる季節。道端の残雪が随

分色槌せて新鮮な雪の白さもど

こへ や ら・… ・… ・寒 さだ け は ひ と しおで 、 ひ ょっ と した ら

も う2度 と来 な い か も しれ ない 春 が とて も待 ち遠 しか っ

た5度 め までの2月 。 今年 は 、 や け に寒 か った りす るけ

ど、 で もず っと この ま ま でい て ほ しい な あ… … な んて 思

っ た りもす る今 日此 の頃 、,

過 ご して きた6年 間 を振 り返 っ てみ ると"も う笑 お う

も う笑 って しま お う、昨 日の夢 は冗 談 だ っ た と……"な

ん て 言葉 も妙 に切 な く響 くの だ か ら、 きっ と ち ょっ ぴ り

重 い(こ れ はheavyで は な くimportantの 意味 で)6

年 間 だ った と思 う。

旭 川 は北 海 道 の 中 で も季 節 の 裏打 ちが しっか り して い

る所 で 一一 年較 差60℃ とい う気 温 もそ れ を物 語 って い

て 一 私 だ けで は な く多 くの 人の 心 に 、四 季折 々の 想 い

が詰 まっ て い る こ とと思 い ます 。

まず始 ま りは 春:私 の飼 っ てい る虫 た ち が姦 きだ して

ピー ビー ギ ャー ギ ャー"春 だ よ、 どっ か行 こ行 こ、 何 か

しよ しよ"っ て な感 じ。 で も外 は 泥 まみ れの冬 の 残骸 と

傷 つ い て一め っ ちゃ ん こ埃 っ ぽい道 路 。 この 峙期 に私 がや

って い た事 とい うと、 まず はテ ニ ス コー トの雪 か き、 そ
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して雪 の 中辻 って転 ん だ外 周 りの ラ ンニ ング、春 休 み を

越 えて逢 った友 達 との コ ミュニ ケー シ ョ ン、 故郷 の 友達

へ の フ レ ン ドシッ ク(不 思 議 にホ ーム シ ックに は な らな

かっ たの で す)。 そ こで3s勧 め、や る こ と決 ま って な い人

は とにか く グラ ブに 入 って み た ら?接 触 は 白分 か ら しな

く ちゃ ネ.ヴ

次 は初 夏:こ れ は も う最 高 の季 節 。我 々の相 言 葉 は ひ

とつ"天 気 い い ネ"こ の… 言 で 講義 はパ ス、窩良 野 に向 か

う38号 、留 萌 を口指 す2750/jは'り む直な フ リー ウ ェ イ にな

ります.朝 夕は空 気 も冷 た く澄 み 、 夜の 星 見と か、 朝焼

け に ぴ った り。遊 び気 分 の撤 夜 も学生 の 特構 な んだ か ら、

皆 で お 喋 した 口 な ぞ 、 眠 い 日 こす ってHの 出 見 に行 く

の も仲 々 乙 です ヨ。 そ して絶 対 参加 した い の が人 学 祭。

夜 中大 学へ きて マ ス コ ッ ト作 った り、 笑 って駆 け 同 った

りで き るの も、 今 っ き ゃな い〃 っ て感 じで す。

夏:道 内 で も有数 の猛 暑 の 旭 川 、 ち ょっ と抜 け 出 して

留 萌 へ泳 ぎに行 った り、北 をめ ざ して走 っ てみ て は?そ

れ と長 い休 み が あ るの だ か ら、東 医 体 で燃 焼 した 後 は、

頭 腐 らな い様 に刺 激 求 め て欲 しい季 節 です 。 私 の 知 人3

人 が死 ん だの は夏 で した。 結 論 な んて もの じゃな いけ ど、

何 と な く思 うの は、悩 ん で も落 ち込 むな っ て こ と,,vit

ality溢 れ て る 方が 、や っぱ り人間 い い もの 。 そ して 、

自分 の為 に生 き るな ん て余程 強 くな くち ゃで きな い ん だ

し、 ど うせ で きな い と した ら、 自分 を求 め て くれ る人 や

場所 は、 自分 が手探 りで獲 得 しな く ちゃい け な い ん だ っ

て こ と。 考 え てい るの は 自分 だけ じゃ な くて 、 口 に 出 さ

な い まで も 、 きっ と皆 、 考え悩 ん で るの だ か ら、 人 が発

して い るSOSを 感 じ取 れ る位 の 感性 は失 く した くない

っ て こ とP

秋:次 に 来 る冬 を憂 へ て遠 出 した い気 分 にな る季 節 。

この 時期 目指 したのは東 。知 床横 断 道 路 に向 う道 す が ら

見 える海岸 線 や 、眼 前 に開 け る北 方 領土 は 印 象 に残 りま

す。 又 、 この 時 期 は試 験 間近 で勉 強 も必 須。 きり ぎ りす

の身 と して は、 や っ ぱや る しか ない 訳 で、短 期 決 戦 型 の

自分 を嘆 きつ つ机 に向 かっ て ま した。 有 効 だ な っ てつ く

づ く感 じるの は勉 強 会 と情 報 量 。一 人 よが りに な らな い

為 に も大 きな耳 と月 を もっ て望 ん で下 さい。

最 後 に冬:1年 の 半 分雪 見 て るの だ か ら、雪 もめ ず ら

し くな くな った け ど、初 雪 は相 変 わ らず ル ンル ンす る し

夜空 か ら舞 降 りる一.r・は 食ぺ た くな っ ちゃ う。 綺麗 だ し、

雪 の 魂 か じって エ ネ ルギ ー 充填 もで きて しま うの で す、,

是非 一度 見てお きたいのは 流 氷。人工 産物 が どん な に美

し くて も白然 は越 え られ な い と感 じます。 そ れ と絶 対 必

要 と思 った の は積 極 的 な気 分 解 消法 。雪 中サ ッカー 、 ス

キー 、舜 か き、室 内 テ ニ スetc。 体 動 か す と頭 ま で悩 み

が同 らない 時 も 多い の では … …。

思 い つ くま ま書 い て きま した が、6年 間 を通 じて、 良

か った な と思 うの は 、 テニ スや った 事 、 お話 しす るの 大

好 きだ った事 、車 持 っ た事 、桟 敷 へ 入 った事 、 生真 面 目

す ぎな かっ た事 、 で も一 生 懸念 や った 事、撤 夜好 きだ っ

5

た 事 、 お酒 よ く飲 ん だ 事(ア ハ 〃)… … 数 えた ら き りが

ない け ど、 本 当 に最 高 良 か った の は 一 そ して、 今後 も

ず っ と大 切 に したい の は 一 同 じ峙 を過 ご して きた 気 の

お け な い仲 間 た ち。 泣 い た り、 笑 っ た り、時 には 意地 張

って後 悔 も した け ど、 卒業 にあ た っ て、 今 、心 か ら"人

間大 好 き"っ て言 え るの も、 真 直 ぐに胸 は って前 進 で き

るの も、 あ な た た ちの お か げだ と思 っ て ます。 最 後 にな

りま した が 、本 当 にみ ん な、 あ りが と う。

(第6学 年学 生)

カミヲモオソレヌ六ネンカン

丸 山 弘 樹

卒 業 を 目前 に して、 ヘ ア ライ

ンの退 行 に拍 車が か か って きま

した。 と て も学生 の 本 分 を尽 く

した と は思 えな い だ けに 、 この

場 に登 場 す るこ と 自体 カ ミヲ モ

オソ レ ヌタ イ ドと罵 声 が聞 こ えそ うな 気 が いた します 。

学 生時 代 の 思 い出 と して は、 ク ラブ 活動(準 硬 式 野 球

部)で5年 の時 、束 医 体 準優 勝 し平 和 台 球 場 で 開 か れ た

全 医体 に出場 した こ とが 一一一番 素 晴 ら しい もの で す。 本 気

で 野球 に燃 えた一・学 生 の繰 り言 を聞 い て下 さい 。

1。 過 渡期 に あた った野 球 部

私 が 入学 した頃 か ら、野 球 部 で は試 合 に出 れ な い部 員

が 増 え始 め 、5年 の 時 に は出 れ ない部 員 で2チ ー ム作 れ

る程 に増 えて お りま した。 創部 当初 の 諸 先 輩 は部 員 の 不

足 に苦 労 され た と聞 きま した 。 それ が わず か数 年 後 には、

部 員の 増 加 にっ いて 考え てゆ か な け れば い け な い状 況 に

な った わけ です 。

2.チ ー ム全 体 と して

チー ムの 目標 は 東医 体 優 勝 で す、,これ を達 成 す るた め

に、 従 来は レギ ュ ラー中 心 の練 習 が行 われ て きたの で す。

これは 創部 当初 の全 員 が レギ.Lラ ーの 頃 は効 果が あ った

と思 い ます,,過 度期 に お いて は 、練 習 中 に も 自分 が レギ

コ、ラー で あ る こ と を確 認 す る以F:の 効 果 は無 か った の で

は ない か と思 い ます。 レ ギ.zラ ー に と りま しては 、慢 心

が生 じま す し、 レギ ュ ラー 以外 の 人 に と り・ま しては 、 不

満 が生 じます 。 ヒ手 な 人中心 の練 習 は 、優 勝 に至 る ・番

の 近道 の よ うに思 え ます が 、実 際 は ド手 な 人 が伸 び な い

の は 当然 と して 、L手 な 人も 力 を落 と して い った の で し

た 。

責任 学 年(5年)の 時 、同 期 の 人 と譜 し合 って 、 全員

平 等 の練 習 をす る こ と に決 め ま した。 個 々の練 習 にっ い

て よ りも、 まず部t1の 心 の方 に 日 を向 け た わけ で す。 こ

れ は と て も良 か っ た と思 い ます 。 た と えば 、打 撃 練 習 で

は 、 全 員 が同 じだ け打 っ とい うこと で、 「あ と1本 」 と

わ が ま ま を言 う人 がい な くな り ま した。
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小 児 医 学の 対 象

奥 野 晃 正

小児科医 になって以来、しばしば 「何歳まで小児科で

みるのですか?」 という質問を受ける。真面目に質問さ

れたときは、答えに窮する仲々の難問である。今日は真

面目な話と言うよりは、これまでに私がどのような答え

をしてきたかという話である,,

小児科医になったばかりの頃は、 「15歳までです」と

答えていた。最も平凡で無難な義務教育年限で区切る方

法である。ところが、15歳 になった自分の受持患者に、

「明日から内科にお行きなさい
、サヨナラ」と言えば、

大部分の患者とその親から 「今しばらく小児科でみて下

さい」と頼まれるのが普通である。場合によっては 「先

生は、うちの子を見放すのですか」などと言われかねな

い。そのうちに、15歳 で区切るのは少し無理のようだか

らなどと理屈をならぺて、 「では18歳 までは引き続き小

児科でみせていただきましょう」と妥協するようになっ

たのは、専門外来を持つようになった頃からである。

さて、さらに3年 たって、その患者は果して小児科 を寧

業するであろうか。約半数の患者が 「この歳で小児科に

通うのは恥ずかしいJな どと言いつつも留年を希望する

のである。就職、結婚と言うことになると住居も代るせ

いか、独彰じ・が強くなるためか、ようやく小児科 を離れ

る決心ができるようである。その…方で、中学生になっ

たとたんに小児科にかかることをいやがるため、やむな

く早目に内科に進級 していただく例もある、,

成長発達には大きな個体差があることを考慮すれば、

小児科の対象を年令で一.・律に区切ることのむずかしさが

理解できよう。そこで全く考え方を変え、 「親が付添っ

て来るうちは小児科の方がよいでしょう」と言ってみた

ところ、これは完全は失敗であった。大学病院の外来で

も、たまに小中学生が一人で初診の受付をすることがあ

る。こんなときに外来当番にあたると大変な目に遭 うこ

とになる。母親の遠隔操作でやってきた子供は、 「咳が

でます」、 「風邪をひきました」、 「熱が ドがりません」

と主訴 を明確に告げてくれるものの、詳しい病歴を聞出

すことは不可能に近い,,い わんや既往歴の分かろうはず

もなく、 うっかりした質問をすれば、 「小さい時のこと

は覚えていません」と ・蹴されて、自分の急問に気がつ

くnそ れではと患者の家に電話をすると 「母親は外出中

です」との答えに望みを断ち切られ、ついに」'颪にお引

取りをお願いしなければならなくなる。逆に一人のr供

に両親のみならず祖父母までが付添い、病歴を取りはじ

めると各々の言うことが食い違い、そのうちに口論が始

まり収拾がつかなくなり、結局最も正確な情報を提供し
ド

てくれたのはまだ小学生の息者であったということもあ

る。付添いの有無と患者の自立性とはあまり関係がない

のである。

二三の人に 「貴方なら自分の子を、いつまで子供あつ

かいしますか」と聞いてみたこともあるが、参考になる

答が得られたことは無い。そんなことは答えられる問題

ではなく、聞く方が間違っているのである。それならば

先程の 「何歳まで小児科ですか」という質問にも答は無

いのではなかろうか、,このことに気が付き、自分でも納

得できたのはほんの数年前からである。子供から大人へ

の変化は連続 したものであり、境界などあろうはずがな

いのである。同様に小児科と他科との間にも境界はない

はずである。もしあるとすれば、それは便宜上のもので

あり、患者にとっても都合の良いものでなければならな

い。付添いの有無や年令で小児科の対象となる患者を区

別しようとするのは、医者の、k場から見た物の考え方で

あり、患者にとって必ずしも郁合が良いとは言えないで

あろう。そこで最近は 「歳にかかわりなく、小児科にか

かりたい方は、こちらへどうぞ。他科 を御希望の方は、

そちらへどうぞ」とこたえることにしている。 「それは

一寸無責任ではないのか」という声もないではないが
、

実際にやってみると患者側からの不満は全くないようで

ある、,

小 児医学とは本来成長発達の医学にほかならない。小

児科医の役割は成長発達に悪影饗を及ぼす因fを 軽減 し、

出来得るならばこれを取り除 くことにある。当然のこと

ながら、また残念ながら、この役割を果すことは非常に困

難である。 したがって毎円の診療の場では、自分にでき

るものについては 「こちらへ どうぞ」、他の人の方が優

れているものについては 「そちらへどうぞ」と案内係 を

っとめることも小児科医の重要な仕事の つ と考えてい

る。その うちに考えの條正を迫られることになるかもし

れないが、当分の間は今の答が通用しそうである。

(小児科学講座 助教授)
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伊丁占1(口r:こ.登る しノ.)カ・?そ ん.なLtf典 ・白勺な 質 唱1呑・さ れ る 入'振

一 ツ は 登IL1ぐ ら い だ ろ う そ れ だ け 登rliにt八 を 魅 了 す る

力 を も.)て い る 山 登 り と はr供 の ヒ〔llの野 山 を駆 け 、上 わ

...,た 冒 険 の 延 長.ご"あ る と 思.ラ..山 に 登 る と き 、r供 の 時

oりあ しフ)冒「;負'じ・が.甦 り 、 わ く わ くL.一こ し よ.う.そ れ カf登rli

の 魅 ノ]な の だ ろ う.

日 高 の 沢 を 請 め 乖菱線 に 飛 び.出 ヒ..た時 、 紺 碧 の 空 に 吸 い

込 ま れ そ)に な る 夕 陽 の 沈.む 山 項.で 風 の 声 を 聞 く時 、

周i用 の 山筆 々 に.押 し一..)、{{熟れ そ う に な る.そ 〆1.なriを衆1.:ぴ)

イ本感 が,忘 れ ら ね.尊}に 、 今・年 ≠,僕 はIIIに 登 る
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弓 道 部

今 ゴトの ・如 よ東医 体 が あ る 仁!こ の 旭 川 ぐ《 弓 道 部 しりノ刈

そ 、二て 一1k弓道 部 で'はi巽 罫、 マ イ・一 ジ ャー 、 お 罫f云い さんk

募 集.1..一 一一 一弓 び)魅11は 、 あ(ノ).辞で』影 向勺呼IL.た 鴫…Lノ)

皆 中 した 鴫▽)3白t・v)あ び)形 で・す..1い ・)た い.itlが 考 えi

い た ん で し ↓.う か ね 、、あ の 形 は 、、 そ し て あ の 緊 張 感rr勺

を 狙 一,て い る時 の 、,静 か な 動 作 の 中 に 実 は 、 攻 撃 的 な 要

素 も 合 わ ぜ持 ・・て い る わ け で'す,ま あ 、 変 わ 「』.・た スポ ー

ツ を し て み た い 方 、 弓 に 興ri未の あ る ノ∫、 そ の 他 、 ア イ'」

16歳 を 見 た 人 、 気 軽 に グ ラ ン ドの はJ`kiに あ る 道 場 に 、

遊 び に い ら し'ζ ドさ い 、

〔迄責1毒1則 制け,七)

i'Ill亡y左史Irギ ゼV

斧費

`1.鳶「61、[レけ1〕ド1
_tiI 　 や
2【量田.費

,」馬

十 一 一.

5月 翁11ド ・f、 昌

、..・' 層 ∵ 月 和lb

=もIll』 トくUlrl!♪.ド ・、1

必 要 な2ピ 徴 収111明1・1隊IIIi,

1助

hl脾 始'一 ・/1

・'Lン
.・1F1.1/

Lご1'ドr、

部員数 経 費 活 動
一 一

会費
地 区 体ll鵜 臼 ～伊 ・ 女 ∫・4位1

・

・非{医1脚7位1・1t通 「鉾'1.弓 道 な ブ戦

:X11 月 緬Lけ 〔川 【】 18位1・ 卸 首「鍔:「レ}遊 争覇戦.i剖;

慮吐費臼己負担
(,71

脚ll弓 道 二～、 督 国 ・ ㍗道i三 生 弓 通}皇 盟

り1汰一 大東流合気武道クラブ

旭lllyミ た に 一,�,る合・tlll'1も 今1-"iiiノ レ幾 創 、「ノ.'!i日1[・Zへ

で'あ.・ た 我 か'γ ラ ーノも 今・や 剖;十110婁 史名 、OI3‡ 人〔ノ)ま.L・

ま.,ノ7γ 」ノーノーこ=1ゴ㌧る 合 気}首 一 女 し7)ゴ.しT)イズ..オ ニノノr、

た4督 荒 含 気}亘 にt男 の ス ホ ー ッ な の で あ る 尺 東`/zと は1代

田 抜 月隊 に 源 流 をHる.大 刀に 対1..小 刀 一尊立 ノ.、向 か う 技 で 、

その 脇.差Lが 素 丁・に な り、rat技 とL一 こ柳 生摩∫lF二観荒 と 跳 に 、1:

ト・.幕府 に 用 い ら れ る 仁 うに な,た 二 れ が 我 や が 毎 目縛エ

ヤ碧Lて 一い る 事 で'あ!う 。 も ち ろ/L弓 童 く な れ るL、 そ れ/7、1=

に 自 信 が 『)㌔ 気 分 爽1』夏=俺 詐、ノぐ噛芦に 来 一⊂始 め た1 .丁か り

や る 気 しア)あ る'じ・;呈Lき ワ～女.1渚君 、 ノL巳月1に藍人ζ合己氏」直1'郁・、

来 ノ「=れ,く'

〔[8ξIL者'1尺1日 十旺'ド1

ワンダーフ ォーゲル 部

た学 創 設 とhil時 に 蛯 足Lた1徒 歩 旅ffJ)会 ・1がati「W

v跨 β1び)lll身r.あ を)、LiV.人1な,.仕:1毎i首J)人1ド1窪衆び)・1褒に打r㌃う・

れ て キ ・、・ン フ を 楽1洋,う と 集 ・・た 仲 間 は 鍬 穿男 女2紳,

対 外 試 合 が な い 為 、我 々の 存 在 は ・部 の 者 に 知 ら れ るの

み で は あ る が 、 部`1同Lの 結 束 はR十 く 、 自 然 に 恵 よ れ た

旭 川 近 郊(山 ・海 ・湖 ・高 原etの を 歩 き 回 ・'て い る

大 白 然 の 美 し さ に 接 し感 動 す る、何 と 高 尚 な 趣 味 で は な

か ろ ・)か1、 現 在.女.}は1年 生 の3名 の ～ダ ξ噛あ る が 、 彼 な

」皇 を 中 心 に い ・.ゴれ は 女 ∫一}¥匡.も出 来 る 季兼、 来 年 も 、 口「愛 い

娘 が い ・2ぱ.い 入、部Lな い か な あ 一.と 、 おL1さ ノLの 独 り 「1』

〔責f.「lgf反 土亘 み'絃住)

1'li:こitl羊 釜 費 話 勅

二こ幽t4

16目 言白5〔1〔〕「II

τ{i田・費 自L二 凸宇日.
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硬式テニス同好会

.週=1・1しり練}し『1と、 そ 」)他 ・り空 き[1.畳Fl削を 幸r川'一.ご 、 ・..

孫 楽 し む.そ ね カご、.伐 が 硬 式.・..=z洞 絵々 な 」).8ー

み/、 な 、 先 輩 ・後 輩 の 区 別 な く 、 自 由 にr/,に 打 ち

込/、rい 、套..1-.利 賢極 的 な 据'1}、 優1.い 光.輩 た へ か'眉 ・

べ で 紋 .て.(れ.仁1-詣 ～篤 あ り まll」 軽 に で き る が 、

汽 り実 非 常 に1廻・が.深.(、 と コ 、や り 甲 斐 ・7)ある.,;一 ・ツ

`..1.・ ＼あ 、 ノ'入 で.・鉢1ヨ(,1.Lて.ン7.d:・)1.・ 思)諸'1、

ロ.if/、 .∫でL.ロ.一

皮 ・聖量IlL'、甘,葛滋1
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軸

白い恋人(基密該 譜同好会)

ア、ヤーhi1々 チ∫でに:よ.ヒ ん ・な 人/㌧ ち力瓶 、る しり?,;rliiiH月il柚 、

1し..・γ 入良 〔.セ ン ノ、抜{¥、 そLて 自 然 を 鷲1'る1畿 か な心

を{!p.,⊂ る ノ＼ば か り、 勿 論 獄 一.技 術:.廿 置 流.5-`ゲ'し.

:・ ・の 妖 情'.L:い 才・れ 、 ア.ノ ダ ー ノt-≠ 話 題 .1豊富 で 、

.ll二遠 者 ぞ.ろ い だ 加 幽lqi然 、1直1性 か らは 熱 し、視 線 を 注 が

才1る の で'凄-.ξ 噛も 彼 〔彼 な'}らL}、 そ/ヒ.な 時・で'、 さ ら り

と 二'后)の で す.「f佃 仙 た 娠 獄 一一 か.で賦 な の さ!」

哨 ゴ晴rd藤3.伽
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1.≠ 費..占 ・1・li

l・ご1,～1.-1画!}野 日 ・屑1
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㌔
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=.!.咳 ダ・ ・ノ渉 ■ ゴllll占 動 川 始r、'11胴1卜 苔 実 ド.「1.{ね

～手・.・け51ギ ・目 の り・ll乱:.状 き'こ 巳.1りみ を,う・:r一こい る.F見在 『 新

い.触 炉 二～:∫ン ・、 新 貫、生.り1調 箔'・[1哨'.1Lて い る次

第 で..1.現 在..Fll'}阻 」.)ほ.L:/….守 初 心 者.ξ..あり.な が.ら 、

お 硫 ・に 協 ノJL..τ教.え あ い 「』1そ.三既 い.=・ チ ー ム ワ ー'へ りた

め 、 素 暗 ・一辻 い 戦1}占をL:rて い る わ1ド.こす が 、.二 の.J一

ム の ・員 に あ な た 毛.,り旧 一・..て み ま せ/1.か

一ブ9.rし ト な 才
.1・々市壱策 力・ら 、 カ・わ し、1耳・こ♪よ=ま.ご=.そ ろ..,.⊂

あ な た.ノ.)ノ、部 を・待㍉..で い.圭 す.
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医 療 研 究 会

文化 系 ザ ー ク1レ の 中 で ひ と き わ 行 動 力 を誇 る の が 医 晦

β汗r.d-、 豪〔v)フ ィー1レ1・ご「ノー ク をIIし[〉;こ 人こ一:-ax・ 十.1司医

学 生 ゼ ミナ ー ル'C'の 研 究 発 表 な どa:rの 医 師 像 を季莫索L

な カ{`「～1ケミ療(ノ)葦見実xゴ 考 え て し、く 『リー一 ケ 「レ'r『♂'特;二 一ノ で

一 ル ドワ ー ケ は 地 域 に 入 り医 師 と 共 に 検 診 を 行)他
、 家7

庭 訪 問 を通L.て 地 域 の 方 々 と 交 流 オ'る.'L二 一ケ な 活 勒 で

す 、、.二の 中 で 聞 い た 声 が 我 々の 活 動 の 源 て刊-与 期 は 行

護 学 生 も 交 え て 活 動 を 行 う つ 虐,り で1-.t;も 医 療 研 で 些

に 活 動L考 え て み ま せ ん か.、 第nセ ミナ ー 室 で 待,で い

.裳す 「(文 責 松 田gl

部 員数

一1U

経 費 llll動
一

!費

月額3けo円

蔓期.ノf[し ト

ワ.7自 己 負担

1川 中 ド旬 娼 澤医 二展
噛'1
[川llρ 「石 医 砲

8月 呂1座 国 医 芦生.ヒ 芝一1L「 弘前'く.

511ト 旬 一ノr-1し トリー 知r幌 卯内明.

争1瑚医LF:生1∴ か一1し

映 画 研 究 会

思 え ば映 研 が 発 足1た の は 去1ト の ㌍ 裳 生(;期 生}が

1`ト しりH'1°だ カ・ら 、',う7で トllilしノ)、:」・'にな る 名i由ll中:〔J…・1

切 りPI'乳Lり 安 く、 カ・っ 、 良'員 し1)日央1山1を1=日央4イ5所 』}び)な

い 旭 川 で 、 映 画 好 き だ か 金 の な い 彼 ら カ 、 少Lで も 安(

良 質 な 映 画 を 見 た い 、 見せ た い と い う動 機 か ρ,、 自 ド ト

映hを 開 い た の が 始 ま り で あ る..以 来 、 数 口151の ト映 会

を 重 ね 、 こ の 荏∫の 映 画1好 き 青L年(lll年 も 〕 に 若 「の 寄.与

は 果 し て 来 た と 思 う 今 、映 研 は 曲 り か ど に 来 て い る

f卜 々困 難iに な..,一こゆ くk日 央会(及 び て び)f也の 活 動}に 、

新 た な 息」次 最 を 吹 き」ム五 で(れ る の は 、 君 た ち だ..

(責 任 者 占武 博L)

部員数 ↓f 費 iII

ノ
,

、

/

「」

Il目 自t.Dllで ミ「明llに 向 か1

6目 ド 丑:1・ 目・∫-「 ・rf
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[1明 自i}.映 ∫で「.∫ ㌧'
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♪
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茶 道 部

茶道 は 今u、 人間 生 活 のい ちば'ん大切な豊 かな心 を教 え

与え る もの と しC屯 視 され、 静 か な ブ.ム をIlj'iiひいt

凱、私 た ち茶道 部 も、 た だ 単 にお 苓の 作 法 や あ・点 前 ・り∫㌧

順 を習')だ け で な く、 お 薬 を とお して、 人と 八 とのふ れ

合・いや 豊 かな人間性 について 考 えてい きた い と思 ・て い よ

協一、,ま見在、音f～員1よ10名 、 毎ま辿塾'火llみ{日1こ2人び)気二'」三を・才メf'/ず

き して お稽古 を して い ま 弓'メ く学 祭 には 毎 年わ 茶 会 汽開

恕 好 評 を博Lて お・F}ま1.ぜ ひ 彰くしり八に 、 筆血'喋

しみ を知.,て いた だ け た ら と思,て お りよ.1.

6(肯 福 田)

部 員数

10

経 費

会費 脂ll日Q{.}円

お 稽 占『11111

、レr川iI

、舌 動

ll戸.周・八こ巨だ目5こ}{1"`s

ロ ッ ク 研 究 会

祈 ノ＼生 の 皆 様 、 御 ノ＼学 お め`1と う_さ い ま1彪 しりと

:r殴 葎)日 に 、 希 望 に 脳 を ぷ く ら 歪+113i7れ`、 二�,ryu,川

医 」く生.1.』}ら ね ま1.た 二 と1+、 我 戒・西 声 辺 代 電 機 占 唖研

i



'究会・員 イlrlに と り
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